
昨年度の5学科の様子と文化祭風景

一
、
三
井
農
学
校
時
代

　
昭
和
十
六
年
三
井
農
学
校

入
学
、
即
寄
宿
舎
に
入
舎
。

同
年
十
二
月
八
日
、
米
英
に

対
し
て
宣
戦
布
告
、
世
界
大

戦
へ
突
入
。

　
十
八
年
頃
よ
り
戦
況
が
悪

化
の
ほ
う
へ
傾
き
、
国
内
に

お
け
る
戦
時
態
勢
が
強
化
さ

れ
て
い
く
中
、
農
学
校
は
、

食
糧
増
産
と
確
保
の
た
め
、

地
域
農
業
の
支
援
活
動
を
担

い
、
地
域
（
三
井
・
浮
羽
・

北
九
州
小
倉
曽
根
）
を
分
担

し
な
が
ら
労
動
力
の
不
足
を

補
う
た
め
農
家
を
支
援
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
況
が
激
化
し

て
き
た
た
め
、
寄
宿
舎
生
活

を
辞
し
、
久
大
線
利
用
通
学

に
転
換
し
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
飛
行
場
開
設

へ
の
学
徒
動
員
令
が
出
さ
れ
、

朝
倉
三
奈
木
の
農
家
に
分
宿

し
な
が
ら
の
建
設
で
あ
っ
た
。

一
方
、
朝
倉
夜
須
、
八
女
岡

山
の
飛
行
場
建
設
に
も
か
か

わ
っ
た
。

　
こ
の
間
、
米
軍
機
Ｂ
２
９

に
よ
る
久
留
米
市
の
焼
夷
弾

空
爆
、
大
刀
洗
飛
行
場
の
爆

弾
空
爆
、
久
大
線
列
車
の
グ

ラ
マ
ン
機
、
カ
ー
チ
ス
機
等

戦
闘
小
型
機
に
よ
る
機
銃
掃

射
が
続
き
、
防
空
壕
、
山
林
、

石
橋
下
等
の
物
陰
に
逃
げ
込

む
等
の
避
難
事
態
が
続
い
た
。

　
二
十
年
八
月
終
戦
と
な
り
、

よ
う
や
く
校
内
生
活
が
平
常

に
戻
り
、
短
期
間
の
学
内
に

お
け
る
机
上
の
勉
学
が
ず
っ

し
り
と
の
し
か
か
っ
て
き
た
。

二
十
一
年
三
月
か
く
て
五
年

間
の
学
業
を
終
業
し
た
。

二
、
就
農
と
県
蚕
業
試
験
場

時
代

　
農
学
校
卒
業
後
は
、
父
親

曰
く
、「
戦
中
の
食
糧
難
当
時

は
多
く
の
人
々
が
必
死
に
な

り
、
苦
し
ん
だ
。
こ
の
よ
う

な
事
態
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
、
我
が
家
は
、
今
後
も

農
業
に
専
念
す
る
様
に
」
と

の
弁
で
あ
っ
た
が
、
健
康
上

か
ら
、
自
営
農
は
見
合
わ
せ

る
こ
と
と
し
た
。

　
養
蚕
業
を
戦
前
の
姿
に
し

た
い
一
心
で
、
福
岡
県
蚕
業

試
験
場
に
昭
和
二
十
四
年
四

月
か
ら
一
年
間
在
職
。
九
大

農
学
部
蚕
学
教
室
に
当
時
、

日
本
を
代
表
す
る
著
名
な
国

際
的
な
遺
伝
学
者
田
中
義
麿

教
授
と
筑
紫
春
生
教
授
が
お

ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、

こ
の
先
人
方
先
生
の
偉
業
を

敬
仰
し
つ
つ
勉
励
し
、
遺
伝

学
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
至
上
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
五
年
四
月
か
ら

再
び
自
営
農
業
。

三
、
農
林
省
・
農
林
水
産
省

時
代

㈠
　
昭
和
二
十
六
年
三
月
上

旬
、
前
記
福
岡
県
蚕
業
試
験

場
古
川
正
巳
場
長
が
来
宅
さ

れ
、
農
林
省
蚕
糸
試
験
場
か

ら
採
用
者
推
薦
を
委
託
さ
れ

た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
同
年

三
月
二
十
八
日
に
承
諾
し
て
、

当
場
へ
即
刻
赴
任
し
た
。

◇
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日

に
採
用
さ
れ
、
当
初
は
助
手

と
し
て

◇
昭
和
二
十
八
年
三
月
に
は

農
林
技
官
へ
任
官

◇
昭
和
三
十
二
年
四
月
に
は

研
究
職
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

◇
昭
和
五
十
一
年
四
月
に
は

主
任
研
究
官
へ
昇
格
し
た
。

　
当
場
で
は
専
ら
蚕
の
品
種

改
良
に
専
念
し
た
。
期
間
中

は
飼
育
室
と
桑
園
を
往
復
し

な
が
ら
早
朝
か
ら
夜
十
時
頃

ま
で
飼
育
・
調
査
・
考
察
の

連
続
で
あ
っ
た
。

㈡
　
昭
和
四
十
年
頃
、
農
林

水
産
技
術
会
議
か
ら
蚕
糸
業

分
野
の
活
力
低
下
、
克
服
す

べ
き
課
題
の
検
討
・
経
営
規

模
の
拡
大
を
図
る
施
策
の
検

討
が
課
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に

呼
応
し
て
九
州
・
沖
縄
地
域

の
研
究
視
点
を
転
換
し
、
経

営
分
野
の
実
態
を
調
査
す
る

一
方
、
研
究
室
で
は
、
想
定

内
の
問
題
を
日
夜
思
考
し
な

が
ら
仮
説
を
た
て
、
未
開
発

分
野
の
検
討
を
重
ね
た
。

㈢
　
昭
和
四
十
三
年
頃
、
養

蚕
業
は
規
模
拡
大
が
緊
急
課

題
と
し
て
、（
地
域
重
要
新
技

術
開
発
促
進
事
業
と
し
て
）

重
要
視
さ
れ
る
に
至
り
、
機

械
化
研
究
は
避
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
国
内
留
学
・
視
察

を
重
ね
な
が
ら
必
然
的
に
桑

収
穫
機
の
開
発
に
取
り
組
み
、

試
行
錯
誤
の
末
、
本
機
を
完

成
さ
せ
、
作
業
体
系
に
乗
せ

て
新
技
術
と
し
て
論
文
化
し

日
本
蚕
糸
学
会
に
発
表
し
た
。

　
併
せ
て
、
農
林
省
（
現
・

農
林
水
産
省
）
経
由
で
農
業

機
械
学
会
と
企
業
へ
も
検
討

を
委
託
さ
れ
、
二
〜
三
企
業

で
生
産
ベ
ー
ス
に
乗
せ
て
養

蚕
業
界
へ
実
用
化
が
普
及
さ

れ
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
一

年
一
月
一
日
、
こ
の
論
文
が

新
聞
で
「
期
待
を
あ
つ
め
る

試
験
研
究
」
と
し
て
大
活
字

で
全
国
向
け
紹
介
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
が
も
と
で
、
長
崎

県
知
事
の
要
請
で
、
一
方
、

九
州
農
政
局
長
の
要
請
で
、

九
州
地
域
技
術
者
を
対
象
に

現
地
講
演
と
実
演
に
取
り
組

み
実
用
化
さ
れ
、
機
械
化
研

究
の
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
っ
た
。

㈣
　
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
、

日
本
蚕
糸
業
の
一
層
の
低
迷

に
よ
り
、
試
験
場
の
組
織
改

編
が
お
こ
な
わ
れ
、
九
州
農

業
試
験
場
企
画
調
整
部
へ
配

置
換
え
に
な
り
、
こ
こ
で
は
、

九
州
・
沖
縄
地
域
の
農
業
試

験
研
究
の
推
進
を
担
当
し
、

退
官
前
三
年
間
は
、
国
内
に

先
駆
け
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
研
究
の
推
進
に
力
点
を

絞
り
、
一
意
専
心
研
究
課
題

と
取
り
組
み
九
州
各
県
へ
提

示
し
て
、ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研

究
で
得
た
成
果
は
「
九
州
農

業
研
究
成
果
情
報
」
及
び
「
九

州
農
業
新
技
術
」と
し
て
纏
め
、

国
立
試
験
研
究
機
関
、
国
立

大
学
、
九
州
各
県
試
験
研
究

機
関
へ
配
布
し
た
。

　
か
く
し
て
、
在
職
三
十
八

年
間
を
全
う
し
、
平
成
元
年

三
月
三
十
一
日
付
き
定
年
退

官
し
た
。
　

四
、
久
留
米
筑
水
高
等
学
校

に
て

　
平
成
六
年
多
田
寛
校
長
か

ら
生
物
工
学
科
の
特
別
講
座

の
要
請
。『
農
林
水
産
分
野
に

お
け
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
研
究
の
現
状
と
問
題
』
及

び
『
九
州
地
域
に
お
け
る
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
推
進
施

策
と
研
究
開
発
』と
題
し
講
義
。

　
平
成
十
九
年
創
立
一
〇
〇

周
年
に
際
し
、
記
念
誌
小
委

員
会
委
員
長
・
同
窓
会
副
会

長
と
し
て
一
端
を
担
っ
た
。

式
典
で
の
祝
辞
・
挨
拶
、
ア

グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
氏
の
記
念

講
演
や
各
氏
の
発
表
等
の
記

録
や
、
拙
稿
『
本
校
の
設
立

と
そ
の
史
的
背
景
』
は
記
念

誌
に
記
録
。

五
、
叙
勲
の
こ
と

　
平
成
二
十
八
年
秋
、
農
林

水
産
技
術
会
議
よ
り
、
十
二

月
一
日
付
の
叙
勲
で
、
勲
記
、

勲
章
の
授
与
が
決
定
さ
れ
た

と
の
報
を
受
け
、
健
康
状
態

を
問
わ
れ
、
異
常
な
い
こ
と

を
告
げ
て
お
い
た
。

　
本
件
は
、
本
省
・
閣
議
な

ど
複
数
の
審
議
会
を
経
て
受

賞
を
決
定
し
、最
終
的
に
上
奏
、

陛
下
の
ご
裁
可
に
よ
り
発
令
、

伝
達
さ
れ
る
経
路
と
な
っ
て

い
る
。

　
な
お
、
本
件
の
場
合
は
、

国
の
研
究
職
と
し
て
永
年
、

幾
多
の
研
究
に
精
魂
を
傾
け
、

仮
説
を
た
て
な
が
ら
未
開
発

分
野
の
解
明
に
努
め
た
数
多

く
の
論
文
と
そ
の
真
価
が
問

わ
れ
、
審
議
さ
れ
て
評
価
さ

れ
た
賜
物
と
拝
し
て
い
る
。

　
こ
の
決
定
は
、
県
内
外
か

ら
の
反
響
も
大
き
く
、
祝
辞

を
受
け
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
は
単
独

の
力
量
や
知
識
の
み
で
は
到

底
な
し
え
な
い
。
周
辺
に
既

に
報
告
さ
れ
て
い
る
多
く
の

文
献
を
踏
ま
え
、
当
時
の
世

相
が
導
き
出
す
環
境
条
件
、

自
然
界
の
答
え
等
を
よ
く
分

析
し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
重

要
で
あ
る
。

六
、
後
輩
へ
伝
え
た
い
こ
と

　
健
康
で
幸
せ
に
生
き
て
い
く

参
考
に
な
れ
ば
と
、
マ
ラ
ソ
ン

（
在
学
時
、
陸
上
競
技
部
）
に

つ
い
て
。
三
十
六
歳
か
ら
七
十

三
歳
ま
で
継
続
。
マ
ラ
ソ
ン
は
、

諸
臓
器
・
精
神
力
（
我
慢
）
を

強
化
、
あ
く
ま
で
マ
イ
ペ
ー
ス

で
続
け
る
こ
と
、
会
場
・
経
費
・

相
手
不
要
。
現
在
九
十
歳
、
農

耕
を
小
規
模
に
維
持
。
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